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ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
各
班
に
分
か
れ
、
代
わ
る
代

わ
る
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
、
間
伐
作
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
間
伐
し
た
木
は
、
一
・
六
㍍
毎
に
採

材
し
、
林
道
沿
い
ま
で
運
搬
し
ま
し
た
。
最
初

は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、
回
数
を
重
ね

る
う
ち
に
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に

な
り
、
仲
間
同
士
協
力
し
な
が
ら
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
中
に
シ
カ
の
糞
を
初
め
て
観
察

し
、
シ
カ
の
エ
サ
が
人
間
の
食
べ
物
と
異
な
る

こ
と
な
ど
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
間
伐
作
業

終
了
後
は
、
間
伐
し
た
木
を
三
㌢
㍍
程
度
に
輪

切
り
し
、
記
念
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
、「
多
摩
市
民
の
森
」
で
の
出
前
授

業
は
十
月
ま
で
あ
と
六
回
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
安
全
に
気
を
つ
け
、
児
童
達
が
体
験
等
を

通
じ
、
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
学
べ
る
よ

う
、
当
署
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
六
月
二
十
一
日
、
南
木
曽
町

田
立
国
有
林
の
「
田
立
の
滝
」
に
て
歩
道
の
修

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
企
業
有
志
に
よ
る

「
木
曽
の
自
然
を
守
る
会
」
を
中
心
に
南
木
曽

町
や
地
元
関
係
者
・
当
支
署
が
協
力
し
総
勢

四
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
田
立
の
滝
」

は
日
本
の
滝
百
選
の
一
つ
で
天
河
滝
（
高
さ

四
十
㍍
）
を
主
瀑
に
、
う
る
う
滝
・
ら
せ
ん

滝
・
洗
心
滝
・
霧
ヶ
滝
・
不
動
滝
等
無
数
の
滝

が
連
な
っ
た
滝
の
総
称
で
年
間
約
一
万
二
千
名

が
訪
れ
る
景
勝
地
で
す
。
し
か
し
、
平
成
十
八

年
七
月
豪
雨
に
よ
り
崩
壊
が
発
生
し
危
険
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
協
力
も
あ
り
観
光

客
を
全
面
入
山
禁
止
に
し
、
今
年
度
ま
で
三
ヶ

年
か
け
て
復
旧
治
山
工
事
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
「
木
曽
の
自
然
を
守
る
会
」
で
は
、
来
春
の

「
田
立
の
滝
」
再
開
を
前
に
観
光
客

が
安
心
し
て
散
策
が
出
来
る
よ
う
に

し
た
い
と
願
い
、
昨
年
に
引
き
続
き

遊
歩
道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
は
人
背
に
よ
り
四
十
分
か
け
て
資
材
を

運
び
入
れ
る
事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
岩
場
で

は
鉄
製
の
手
す
り
棒
の
付
け
替
え
を
、
木
道
で

は
歩
く
人
の
気
持
ち
に
な
り
板
の
歩
幅
や
角
度

を
工
夫
す
る
な
ど
持
て
る
技
術
を
駆
使
し
て
の

作
業
で
す
。
こ
の
滝
道
は
明
治
時
代
に
地
元
の

方
に
よ
り
難
所
を
幾
つ
も
乗
り
越
え
開
設
さ
れ

守
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
先
人
の
遺
業
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
小
雨

の
降
る
中
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
の
作
業
で

し
た
が
終
了
後
は
達
成
感
と
清
々
し
さ
が
残
り

ま
し
た
。

　

来
年
は
「
田
立
の
滝
」

再
開
と
な
り
ま
す
。
田
立

の
滝
〜
天
然
公
園
と
一
日

を
掛
け
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
皆
様
の
来
訪
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］「
第
三
十
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
が
、
岐
阜
県
関
市
を
中
心
に
県
下
各
地

で
開
催
さ
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
行
事
で
あ
る
「
中

津
川
市
豊
か
な
海
づ
く
り
」
が
六
月
十
三
日
に

中
津
川
市
付
知
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
森
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝
え

る
こ
と
を
目
的
に
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
千
年

の
森
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
取
り
組
み
を

行
い
、
参
加
者
は
、
地
元
中
学
生
、
名
古
屋
市

民
外
百
二
十
名
で
、
当
署
か
ら
は
職
員
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、「
水
を
守
る
」「
水
を
活
か

す
」「
水
を
伝
え
る
」
の
三
つ
の
内
容
か
ら
な

り
、「
水
を
守
る
」
で
は
、
市
有
林
で
木
曽
五

木
、
ク
リ
、
ナ
ラ
な
ど
の
記
念
植
樹
と
今
行
事

記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
来
に
森
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
「
自
然
を
大
切
に
」「
大
き
く
育
て
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
添
え
て
、
ポ
ッ
ト
苗
を
作
り
ま
し

間伐木を輪切りにしてピース

『
田
立
の
滝
遊
歩
道
の
再
開
に
向
け

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

木
曽
の
自
然
を
守
る
会
』

�

〜
歩
道
修
理
を
実
施
〜

山
・
川
と
都
市
部
を
結
ぶ

�

イ
ベ
ン
ト
を
開
催記念碑の除幕式

田立の滝（霧ヶ滝）

会員の皆さんと作業の様子
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た
。
こ
の
ポ
ッ
ト
苗
は
名
古
屋
市
民
に
配
布
し

て
育
て
ら
れ
、
数
年
後
に
そ
の
育
て
た
方
達
に

よ
っ
て
今
回
の
植
樹
会
場
に
植
え
ら
れ
る
予
定

で
す
。

　
「
水
を
活
か
す
」
で
は
、
木
曽
川
の
上
流
と

下
流
の
絆
を
結
ぶ
と
の
思
い
を
込
め
て
遡
上
魚

で
あ
る
ア
マ
ゴ
を
参
加
者
全
員
で
放
流
し
ま
し

た
。

　
「
水
を
伝
え
る
」
で
は
、
当
署
が
管
轄
す
る

加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
国
有
林
は
名
古
屋
市

へ
流
れ
る
木
曽
川
の
源
流
部
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
名
古
屋
市
在
住
の
参
加
者
ら
は
樹
齢
三
百

年
を
超
え
る
雄
大
な
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森
や
清
ら

か
な
水
の
流
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
感
嘆
の

声
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
担
う

 
［
東
濃
署
西
股
森
林
事
務
所
班
］
当
事
務
所

は
、
東
濃
署
の
北
東
部
の
一
団
地
で
あ
る
加
子

母
裏
木
曽
国
有
林
約
四
千
百
㌶
を
管
轄
し
て
い

ま
す
。
管
内
に
は
、
付
知
峡
自
然
休
養
林
や
木

曽
ヒ
ノ
キ
備
林
伐
採
式
跡
地
な
ど
の
見
ど
こ
ろ

が
多
く
、
ラ
ン
プ
の
宿
の
渡
合
温
泉
や
高
時

山
、
小
秀
山
へ
の
登
山
者
や
木
の
文
化
を
未
来

に
継
承
す
る
「
裏
木
曽
古
事
の
森
」
で
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
一
般
市
民
の
入
り
込
み
が

多
い
所
で
す
。

　

班
員
は
、
基
幹
作
業
職
員
二
名
で
収
穫
調

査
、
境
界
巡
検
、
林
道
維
持
修
繕
、
歩
道
維
持

修
理
、
監
督
員
補
助
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

林
分
と
し
て
は
、
急
峻
急
勾
配
で
土
壌
が
柔

ら
か
く
降
雨
後
に
は
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

地
形
で
は
見
誤
り
や
す
く
迷
い
や
す
い
場
所
が

多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

月
始
め
に
は
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
上

げ
実
施
し
ま
す
が
、
少
人
数
で
日
々
の
業
務
内

容
を
変
更
す
る
時
も
あ
り
ま
す
の
で
、
前
日
の

作
業
行
動
チ
ェ
ッ
ク
、
当
日
の
作
業
前
の
十
分

な
段
取
り
と
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
は
確
実
に

実
行
し
ま
す
。

　

多
種
多
様
の
業
務
内
容
で
す
が
森
林
官
と
の

意
思
疎
通
も
し
っ
か
り
行
い
、
安
全
作
業
を
第

一
に
業
務
を
遂
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
併
任
で
管
轄
し
て
い
る
隣
接
の
加
子

母
森
林
事
務
所
・
加
子
母
本
谷
国
有
林
の
管
内

で
は
、
こ
の
た
び
中
津
川
市
が
小
秀
山
の
山
頂

に
避
難
小
屋
と
バ
イ
オ
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
七

月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
小
秀
山
の
山

頂
は
、
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ

て
お
り
、
御
岳
山
や
木
曽
山
脈
を
は
じ
め
、
遠

く
に
は
南
ア
ル
プ
ス
、
北
ア
ル
プ
ス
、
白
山
、

濃
尾
平
野
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
登
山
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修

　

８
月
３
日　

長
野
県
北
信
地
域

　
　
　
　
　
　
（
北
信
署
管
内
）

　
　
　
　
　
　

長
野
県
上
伊
那
地
域

　
　
　
　
　
　
（
木
曽
署
管
内
）

　

８
月
４
日　

長
野
県
木
曽
地
域

　
　
　
　
　
　
（
木
曽
署
管
内
）

　

８
月
５
日　

長
野
県
東
信
・
松
本
地
域

　
　
　
　
　
　

中
信
署
管
内

　

８
月
10
日　

尾
張
旭
市

　
　
　
　
　
　
（
愛
知
所
管
内
）

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

８
月
３
日　

南
木
曽
支
署
管
内

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

六
月
三
十
日
付

▽
退
職
（
飛
騨
署
総
務
課
付
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

中
谷　
　

博

�

七
月
十
四
日
付

▽
退
職
（
南
信
署
総
務
課
経
理
係
）

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

田
上　
　

泰

アマゴの放流

西股班のふたり

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

人
の
う

ご
き

木曽ヒノキ備林内で合体木を見学
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木曽森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

63

しろ うま だけ

赤沢自然休養林赤沢自然休養林赤沢自然休養林

木
曽
谷
の
歴
史
か
ら
み
る

�

赤
沢
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
林

 

［
木
曽
署
］「
日
本
書
紀
」
神
代
の
巻
に
は
、
八

岐
大
蛇
を
退
治
し
た
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が

「
ス
ギ
と
ク
ス
ノ
キ
は
舟
に
、
ヒ
ノ
キ
は
宮
殿

に
、
マ
キ
は
棺
に
使
い
な
さ
い
。
そ
の
た
め
に

た
く
さ
ん
の
木
の
種
を
み
ん
な
で
撒
こ
う
。」

と
言
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
日
本
人
が
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
長
い

間
、
木
を
利
用
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
な
か
で
も
ヒ
ノ
キ
は
、
神
社
仏
閣
や
城
、

屋
敷
な
ど
の
主
要
な
建
築
材
と
し
て
多
く
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

赤
沢
自
然
休
養
林
は
、
全
国
の
他
の
地
域
で

は
見
ら
れ
な
い
樹
齢
三
百
年
を
こ
え
る
美
し
い

木
曽
ヒ
ノ
キ
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、

こ
こ
に
は
樹
齢
三
百
年
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
が

残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
建
築

材
と
し
て
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
利
用
さ
れ
て
き
た
木

曽
谷
の
歴
史
を
紐
解
く
こ
と
で
見
え
て
き
ま

す
。

　

荘
園
時
代
か
ら
の
約
二
百
五
十
年
間
、
木
曽

谷
は
代
々
木
曽
氏
が
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
一
五
九
〇
年
、
小
田
原
の
戦
い
に
よ
っ
て

豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
を
果
た
す
と
、
秀
吉
は

木
曽
の
山
林
資
源
に
目
を
つ
け
、
木
曽
氏
を
総

州
（
下
総
）
網
戸
（
あ
じ
と
）（
今
の
千
葉
県
）

に
移
封
し
、
木
曽
を
豊
臣
氏
の
直
轄
領
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
官
林
の
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
彼
は
、
奈
良
の
大
仏
殿
、
聚
楽
第
、

大
阪
城
、
方
広
寺
、
伏
見
城
な
ど
の
建
築
材
と

し
て
、
木
曽
山
か
ら
多
量
の
ヒ
ノ
キ
の
良
材
を

伐
出
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
秀
吉
は
、
統
一
か
ら
た
っ
た
八
年
後
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
今
度
は
、
天
下

分
け
目
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
大
勝
し
た
徳
川
家

康
が
、
再
び
木
曽
を
蔵
入
れ
地
と
し
て
直
轄
領

と
し
、
木
曽
は
尾
張
藩
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

江
戸
城
建
築
を
手
が
け
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
木
曽
谷
の
大
部
分
に
お
い
て
、
良
質
な
ヒ

ノ
キ
の
抜
き
伐
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
強
度
伐
採
は
そ
の
後
も
約
百
年
間
つ
づ

き
ま
し
た
が
、
江
戸
幕
府
は
こ
れ
と
合
わ
せ
て

厳
し
い
森
林
保
護
政
策
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
木
曽
谷
住
民
に
よ
る
木
曽
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

伐
採
の
取
締
り
や
監
視
を
し
ま
し
た
。
こ
の
政

策
は
「
木
一
本
首
一
つ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
厳

し
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
ヒ
ノ
キ
林
が
保
護
さ
れ
た
結

果
、
木
曽
谷
で
は
三
百
年
生
の
ヒ
ノ
キ
林

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
ヒ
ノ
キ
林
を
守
っ
て
き
た
先

人
た
ち
の
思
い
を
、
ぜ
ひ
赤
沢
自
然
休
養

林
に
来
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

　

�（
Ｊ
Ｒ
）
名
古
屋
駅
か
ら
上
松
駅
ま
で
中

央
本
線
特
急
一
時
間
三
十
分
、
上
松
駅

か
ら
赤
沢
自
然
休
養
林
ま
で
バ
ス
三
十

分

　

�（
車
）
名
古
屋
か
ら
中
津
川
Ｉ
Ｃ
ま
で
中

央
道
七
十
キ
ロ
、
上
松
ま
で
国
道
十
九

号
で
五
十
二
キ
ロ
、
赤
沢
自
然
休
養
林

ま
で
十
五
キ
ロ

　

な
お
、
車
で
の
来
園
の
場
合
、
駐
車
料

金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

徳川家康

ふれあいの道入口周辺

豊臣秀吉

自然休養林内を走る森林鉄道奥千本を鑑賞する一般の方々


